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魅力ある大学院教育・研究 ... 革新的融合領域の創出に向けて
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レベルから

1.新機能物質創成

2.新機能材料創成

3.優れた人材養成

4.新産業分野の創出
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物質創成科学研究科の研究実績
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アドミッションポリシー

物質創成科学研究科では、次のような人を求めます。物質創成科学研究科では、次のような人を求めます。

11．物質科学や融合領域の．物質科学や融合領域の創造的かつ先端的研究創造的かつ先端的研究をを

行うことに行うことに熱意と意欲熱意と意欲を持っている人。を持っている人。

22．人類社会の諸問題や産業界の要請に強い関心を．人類社会の諸問題や産業界の要請に強い関心を

持ち、持ち、技術革新技術革新や幅広いや幅広い科学技術分野科学技術分野でのでの活躍活躍

を志している人。を志している人。



人材養成の目的人材養成の目的

光ナノサイエンスの開拓と深化を通じて社会に貢献する光ナノサイエンスの開拓と深化を通じて社会に貢献する
創造性の豊かな研究者の育成創造性の豊かな研究者の育成。。

前後期課程の明確な位置づけと前後期課程の明確な位置づけと有機的連携有機的連携。。

３３コース制コース制の導入。の導入。

教育の教育のプロセス管理プロセス管理の明確化。の明確化。

⇒⇒ 博士教育の博士教育の再構築再構築

⇒⇒ 融合領域を開拓できる融合領域を開拓できる人材育成の強化人材育成の強化

教育研究組織としての特徴教育研究組織としての特徴
物質科学の物質科学の融合領域研究の展開融合領域研究の展開を意図して創られているを意図して創られている 。。

２１世紀を担う光科学技術とナノサイエンス・ナノテク２１世紀を担う光科学技術とナノサイエンス・ナノテク
ノロジーの融合したノロジーの融合した光ナノサイエンス光ナノサイエンスを教育研究の中心。を教育研究の中心。

基幹講座と連携講座による密接な基幹講座と連携講座による密接な産学連携産学連携。。

目的・求められる素養



創造性豊かな人材に求められる素養創造性豊かな人材に求められる素養

(1)(1)深い学識深い学識 ・・・・・・物質科学と研究手法に関する知識物質科学と研究手法に関する知識

(2)(2)研究推進力・融合展開能力研究推進力・融合展開能力

・・・・・・課題発見、課題発見、 企画や知識や研究企画や知識や研究
手法の融合手法の融合

(3)(3)プレゼンテーション能力プレゼンテーション能力

・・・・・・論理性、口頭発表、文章能力論理性、口頭発表、文章能力

(4)(4)国際性とコミュニケーション能力国際性とコミュニケーション能力

・・・・・・ディスカッション能力、語学力、教育能力ディスカッション能力、語学力、教育能力

(5)(5)研究経営能力研究経営能力

・・・・・・倫理、コンプライアンス、知財、社会連携等倫理、コンプライアンス、知財、社会連携等

目的・求められる素養



ααコース（前後期一貫：コース（前後期一貫：博士博士学位取得）学位取得）

◆◆高度な専門性を有する国際的研究者。高度な専門性を有する国際的研究者。

◆◆修士論文と博士論文の重複の解消。修士論文と博士論文の重複の解消。

⇒⇒ 短期修了の積極的な推進短期修了の積極的な推進

ππコース（前後期独立：コース（前後期独立：博士博士学位取得）学位取得）

◆◆複眼的視野と幅広い技術を身に付けた優合領域開拓者。複眼的視野と幅広い技術を身に付けた優合領域開拓者。

⇒⇒ 後期課程では後期課程では研究分野、主指導教員を変更研究分野、主指導教員を変更

◆◆戦略的な戦略的なππ型研究者の育成型研究者の育成 ⇔⇔ 融合領域教育の強化融合領域教育の強化

有機合成と光計測、光化学と光生物物理、有機合成と光計測、光化学と光生物物理、

理論物理と光通信、半導体工学とバイオ材料、など理論物理と光通信、半導体工学とバイオ材料、など

σσコース（前期課程で修了：コース（前期課程で修了：修士修士学位取得）学位取得）

◆◆基礎学力と幅広い視野を備えた高度専門職業人基礎学力と幅広い視野を備えた高度専門職業人

α・π・σ３コース制の導入（１）



α,π,σ３コース制の導入（２）



プロセス管理の明確化

研究グループシラバスの策定と公開研究グループシラバスの策定と公開（（WEBWEB））

◆◆到達目標、研究指導体制、指導方針、身につける実験到達目標、研究指導体制、指導方針、身につける実験
技術等の明示。技術等の明示。

◆◆学位にいたる学位にいたるプロセスプロセス、段階ごとの、段階ごとの達成目標達成目標の明示。の明示。

◆◆学生の研究テーマや指導教員選択のための指針。学生の研究テーマや指導教員選択のための指針。

◆◆ＦＤ研修などでの相互チェック。ＦＤ研修などでの相互チェック。

スーパーバイザーボード制度（スーパーバイザーボード制度（αα・・ππコース）コース）

◆◆副指導教員制を拡充。副指導教員制を拡充。

◆◆定期的な個別指導および報告会の実施：定期的な個別指導および報告会の実施：ディスカッショディスカッショ
ン能力の涵養ン能力の涵養。。

◆◆研究進捗状況の把握とアドバイス：研究進捗状況の把握とアドバイス：学位取得への研究科学位取得への研究科
全体の支援全体の支援。。

◆◆学位審査にむけた予備審査。学位審査にむけた予備審査。

◆◆研究グループシラバスの検証研究グループシラバスの検証



α・πコースのプロセス管理の明確化

スーパーバイザーボードの構成メンバースーパーバイザーボードの構成メンバー

スーパーバイザーボードは、スーパーバイザーボードは、主指導教員主指導教員（１名）と（１名）と副指導副指導
教員教員（１名）及び（１名）及び他の教員他の教員（２名）の計（２名）の計４名以上４名以上で構成。で構成。

主指導教員が、当該学生の研究テーマを提示して、研究科主指導教員が、当該学生の研究テーマを提示して、研究科
の教授、准教授、助教の中から候補者に内諾。の教授、准教授、助教の中から候補者に内諾。

主指導教員は、スーパーバイザー候補者の中で、当該学生主指導教員は、スーパーバイザー候補者の中で、当該学生
の博士論文審査を主導する副指導教員（１名）を提案。の博士論文審査を主導する副指導教員（１名）を提案。
なお、副指導教員は他講座の教員（教授または准教授）。なお、副指導教員は他講座の教員（教授または准教授）。

スーパーバイザー候補者には、スーパーバイザー候補者には、他講座の教員２名以上他講座の教員２名以上を加を加
える。える。

スーパーバイザー候補者には、スーパーバイザー候補者には、他分野の教員１名以上他分野の教員１名以上を加を加
える。える。

スーパーバイザー候補者には、スーパーバイザー候補者には、助教１名助教１名を加えてもよい。を加えてもよい。
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α,πコースの履修プロセス



博士前期課程博士前期課程
１．１年次１．１年次 １０月１０月 中間報告審査会中間報告審査会
２．２年次２．２年次 ５月５月 個別審査会個別審査会

（短期終了予備審査）（短期終了予備審査）
（８月（８月 短期修了の修士論文発表会）短期修了の修士論文発表会）
８月８月 αα・・ππコース博士後期課程入試コース博士後期課程入試

３．２年次３．２年次 １０月１０月 中間報告審査会中間報告審査会
２月２月 修士論文審査会修士論文審査会

博士後期課程博士後期課程
４．１年次４．１年次 ５月５月 個別審査会個別審査会
５．１年次５．１年次 １０月１０月 中間報告審査会中間報告審査会
６．２年次６．２年次 ５月５月 個別審査会個別審査会
７．２年次７．２年次 １０月１０月 中間報告審査会中間報告審査会
８．３年次８．３年次 ５月５月 個別審査会個別審査会
９．３年次９．３年次 １０月１０月 中間報告審査会（任意）中間報告審査会（任意）

学位論文審査会学位論文審査会

α,πコースの審査会スケジュール



コース配属・変更時期について

各コースの配属時期各コースの配属時期

◆◆博士前期課程博士前期課程入学時入学時は、は、全員全員σσコースコースに所属。に所属。

◆◆博士後期課程進学予定者は、初年度博士後期課程進学予定者は、初年度講座配属講座配属時に時にααあるある
いはいはππコース配属の申請コース配属の申請（講座配属に優先権）。（講座配属に優先権）。

◆◆ααコースコース配属希望者は、初年度の配属希望者は、初年度の８月８月、、３月３月、次年度の、次年度の
６月６月に配属申請。に配属申請。承認は、翌月の研究科会議。承認は、翌月の研究科会議。

◆◆博士前期課程２年の博士前期課程２年の７月以降７月以降は、は、ααコースコース配属の申請は配属の申請は
受け付けない受け付けない。。

◆◆ππコースコース配属希望者は、初年度の配属希望者は、初年度の８月８月、、３月３月、次年度の、次年度の
６月６月、、１月１月に配属申請。に配属申請。承認は、翌月の研究科会議。承認は、翌月の研究科会議。



これまでの博士前期課程α・πコース在籍者これまでの博士前期課程α・πコース在籍者

後期課程１年生：後期課程１年生：

ααコース：コース： ８名８名（４月時）（４月時）＋６名＋６名（コース変更）（コース変更）

ππコース：コース： １名１名（コース変更）（コース変更）

前期課程２年生：前期課程２年生：

ααコースコース：１２名：１２名（４月時）（４月時）＋６名＋６名（コース変更）（コース変更）

ππコース：コース： ２名２名（４月時）（４月時）

前期課程前期課程11年生：年生：

ααコースコース：： ８名８名（４月時）（４月時）＋○名＋○名（コース変更）（コース変更）

ππコース：コース： ○名○名（コース変更）（コース変更）

平成２０年度１０月現在

１５名１５名

２０名２０名

８名８名



博士前期課程αコース短期修了について

①①原稿受理通知原稿受理通知（掲載されている場合はその論文）のコピー（掲載されている場合はその論文）のコピー
など、投稿したことを示す資料など、投稿したことを示す資料

②国際会議での②国際会議での当該学生自身による発表当該学生自身による発表を示すアブストラクを示すアブストラク
トとその表紙などのコピートとその表紙などのコピー

③その他として③その他として①②に準ずる成果①②に準ずる成果が得られていることを証明が得られていることを証明
する資料する資料

修士論文は、修士論文作成の手引きに準拠するか、あるい修士論文は、修士論文作成の手引きに準拠するか、あるい

は表紙に続いて、以下のいずれかをまとめたものとする。は表紙に続いて、以下のいずれかをまとめたものとする。

①原著論文の投稿原稿①原著論文の投稿原稿

②国際会議等の発表に用いた資料②国際会議等の発表に用いた資料

③その他、①②に準じて成果をまとめたもの。③その他、①②に準じて成果をまとめたもの。

短期修了短期修了にかかる書類の提出にかかる書類の提出



11）研究の）研究の独創性独創性。。

22）研究の）研究の新規性新規性。。

33）研究の）研究の有効性有効性。。

44）科学に対する考え方、取り組み方についての）科学に対する考え方、取り組み方についての論理性論理性。。

55）独立した研究者または技術者として、研究・開発活動を）独立した研究者または技術者として、研究・開発活動を

続けていくに続けていくに充分な素養充分な素養が備わっていること。が備わっていること。

66）博士論文の内容の少なくとも一部分が）博士論文の内容の少なくとも一部分が査読付きの英査読付きの英文文学学

術雑誌術雑誌に、博士論文提出者がに、博士論文提出者が筆頭著者筆頭著者となったとなった原著原著論文論文

として発表されているか又は近々発表されとして発表されているか又は近々発表されることることが決定が決定

していること。していること。

77）各スーパーバイザーによる）各スーパーバイザーによる中間審査報告書中間審査報告書のの総合評価総合評価がが

４（７５％到達した）以上４（７５％到達した）以上であること。であること。

博士学位の取得要件



競争的研究支援競争的研究支援

平成１８年度：博士後期課程９名平成１８年度：博士後期課程９名 ８５０万円８５０万円

後期進学予定者５名後期進学予定者５名 ２５０万円２５０万円

平成１９年度：博士後期課程１０名平成１９年度：博士後期課程１０名 ７５０万円７５０万円

後期進学予定者６名後期進学予定者６名 １５０万円１５０万円

平成２０年度：近々募集予定平成２０年度：近々募集予定

国際会議等派遣国際会議等派遣

平成１８年度：博士後期課程平成１８年度：博士後期課程 １１名１１名

後期進学予定者後期進学予定者 ３名３名

平成１９年度：博士後期課程平成１９年度：博士後期課程 １０名１０名

後期進学予定者後期進学予定者 ２名２名

平成２０年度：博士後期課程平成２０年度：博士後期課程 ２名２名

研究支援研究支援

学生支援



中期海外研究派遣中期海外研究派遣

平成１９年度：博士後期課程平成１９年度：博士後期課程 ４名４名

フランス・ポールサバチエ大フランス・ポールサバチエ大 ５０日（３名）５０日（３名）

フランス・エコールポリテクニークフランス・エコールポリテクニーク ４０日（１名）４０日（１名）

平成２０年度：博士後期課程平成２０年度：博士後期課程 １１名１１名

アメリカ・カリフォルニア大デービス校アメリカ・カリフォルニア大デービス校 ６０日６０日

科学英語研修科学英語研修

平成２０年度：博士後期課程平成２０年度：博士後期課程 １７名１７名

アメリカ・カリフォルニア大デービス校アメリカ・カリフォルニア大デービス校 ３０日３０日

研究支援研究支援

学生支援



９名９名の専任技術職員との専任技術職員と２名２名の技術補佐員によるの技術補佐員によるサポートサポート

・最先端機器群の維持管理。・最先端機器群の維持管理。

・最先端機器群の利用講習、測定、技術相談。・最先端機器群の利用講習、測定、技術相談。

・・PCPC（博士各１台、修士２人に１台）と（博士各１台、修士２人に１台）とLANLANの維持管理。の維持管理。

・試薬の安全管理。・試薬の安全管理。

・共通有機溶媒の管理運営。・共通有機溶媒の管理運営。

・液体窒素の管理運営。・液体窒素の管理運営。

・ガス（窒素、酸素、アルゴン）の管理運営。・ガス（窒素、酸素、アルゴン）の管理運営。

研究支援研究支援

学生支援



学生支援機構奨学金：学生支援機構奨学金：博士後期課程博士後期課程希望者に対し希望者に対し１００％１００％
（第１種奨学金（第１種奨学金((無利子無利子))月額：１２２月額：１２２,,０００円）０００円）

学生宿舎入居率：学生宿舎入居率：博士後期課程博士後期課程希望者に対し希望者に対し１００％１００％。。

博士後期課程博士後期課程全員全員（社会人（社会人DrDr、学振受給者除く）が、学振受給者除く）がTATA・・
RARAに雇用に雇用。。

後期課程進学予定者は後期課程進学予定者は前期課程２年次から前期課程２年次からTATAとして雇用として雇用。。

経済支援経済支援

学生宿舎を含めた学内全域で高速学生宿舎を含めた学内全域で高速LANLANが整備。が整備。

SciFinderSciFinder、、InspecInspec、、WebOfScienceWebOfScience、、MathematicaMathematica、、
ChemChem OfficeOffice等のデータベースや支援ソフトが自由に利用。等のデータベースや支援ソフトが自由に利用。

各フロアのリフレッシュコーナーを討論や交流の場。各フロアのリフレッシュコーナーを討論や交流の場。

学習支援学習支援

学生支援



博士後期課程カリキュラム（平成２０年度より）



博士前期(修士)課程のカリキュラム

【 １年目 】

4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月

1月
2月
3月

研究室配属

ゼミナール
随時

特
論

専門科目

(隔年開講)

基礎科目

実験実習

一
般
科
目

共
通
科
目

研究実験

【 ２年目 】

4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月

1月
2月
3月

専門科目

(隔年開講)

研究実験

修論提出

修論発表

学位授与

短
期
修
了
可
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